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国立成育医療研究センター（所在地：東京都世田谷区大蔵、理事長：五十嵐隆）アレ

ルギーセンターの大矢幸弘センター長と東京大学大学院農学生命科学研究科 応用

動物科学専攻 村田幸久准教授らのグループは、食物アレルギーの検査や治療効

果に有用な新しい侵襲（研究対象者の身体に負担が生じること）のない検査法（尿中

の PGDM：プロスタグランジン D2の代謝物測定）の臨床研究を行いました。 

この研究では、国立成育医療研究センターで卵、牛乳、小麦に対して二重盲検食物

経口負荷試験（食物の性質を、医師からも患者からも不明にして行う方法）を行った

子どもと、鶏卵の経口免疫療法を行っている子どもを対象に、尿中の PGDM（プロスタ

グランジン D2の代謝物）を東京大学大学院農学生命科学研究科で測定しました。そ

の結果、負荷試験でアレルギー症状が誘発された際に尿中 PGDMは上昇しました。さ

らに食物アレルギーの治療で少しずつアレルゲンを経口摂取する経口免疫療法にお

いて、尿中 PGDM濃度が上昇しなかった患者は、脱感作（アレルゲンをごく少量摂取

し、次第にその量を増して過敏性を減弱させる）状態を獲得して免疫療法の治療効果

が得られやすいことが分かりました。 

食物経口負荷試験において、患者の症状が軽微な場合や主観的な症状のみが出

る場合は、判定が難しくなります。そのため、尿中 PGDMのような軽微なアレルギー症

状を判別できる侵襲のない検査法の普及が期待されます。また、尿中 PGDM濃度を継

続的にモニタリングすることによって、経口免疫療法の治療効果を評価できるように

なると期待されます。 

これらの成果論文は、Clinical & Experimental Allergy（二重盲検食物経口負

荷試験）と The Journal of Allergy and Clinical Immunology: In Practice

（経口免疫療法）にそれぞれ公表されました。 

 

 

新しい検査法を発見 

食物アレルギーの診断、経口免疫療法の効果判定に有用 

～患者の身体への負担がなく、軽微なアレルギー症状を判別できる

尿を用いた検査法に期待～ 

 



                                        

 

 
 

【プレスリリースのポイント】 

・尿中バイオマーカー（病状の変化や治療の効果の指標となるもの）であるプロスタグ

ランジン D2代謝物（以下、尿中 PGDM）は、軽微な症状の発症に至るアレルギー反応

のみならず、症状の発現に至らないようなわずかな体の反応をも検出することができ

ることが分かりました。 

・自宅で経口免疫療法中の尿を測定することにより、食物アレルギーの治っていく過

程で獲得する脱感作の起きていない人は、起きている人に比べて尿中の PGDMが上

昇していることを見つけました。 



                                        

・小さな子どもからでも採取しやすい尿を用いることで、より安全・安心、客観的に食

物アレルギーを診断でき、治療をモニタリングできる技術であることが証明されまし

た。 

 

【背景・目的】 

食物アレルギーは、全世界で社会問題となるほど、患者数が急増していますが、現

状では診断法は食物経口負荷試験、治療法は、少量の食物そのものを食べ続ける

経口免疫療法があります。 

 

＜食物アレルギーの検査方法＞ 

食物経口負荷試験では、アナフィラキシーのリスクを伴う侵襲性のある検査です。

心理的影響でアレルギーの症状が出ることもあり、軽微な症状の場合は判定が難

しい場合があります。この研究では、尿中 PGDM を測定することで、食物経口負荷

試験中のアレルギー症状を正しく検出できないか検証しました。 

 

＜食物アレルギーの治療効果方法＞ 

経口免疫療法がうまくいくと、脱感作を経て耐性を獲得し、食物アレルギーを克服

した状態になります。治癒一歩手前とも言える、この脱感作の状態を獲得できたか

どうかを判定するには、経口免疫療法として家で摂取している何十倍もの食物を食

べられるかどうかを確認する「食物経口負荷試験」を行う必要があります。しかし、

負荷試験時にアナフィラキシーを含むアレルギー症状が出現することが患者にとっ

て大きな負担となっています。そこで、尿中 PGDMを測定することによって、負荷試

験を行わずに経口免疫療法中の患者さんの脱感作状態を予測できないか検証し

ました。 

 

【研究手法】 

＜食物アレルギーの検査方法＞ 

国立成育医療研究センターで 2018年 11月～2020年 9月の間に卵、牛乳、小麦の

二重盲検食物負荷試験を行った 5～20歳の小児 39人を対象に行いました。負荷試

験前と、負荷試験開始 4時間後の尿を採取し、尿中 PGDMの比とアレルギー症状の

関係を調べました。 

 

＜食物アレルギーの治療効果方法＞ 

国立成育医療研究センターにおいて 2016年 6月～2018年 7月の間に加熱卵白 1g

の経口免疫療法を行っている 5～18歳の小児 24人を対象に行いました。1年間の



                                        

免疫療法後、摂取後の尿を採取した後、40gの卵白を摂取する経口負荷試験を行

い、経口免疫療法中の尿中 PGDMの値と脱感作状態の有無を確認しました。 

 

どちらの研究も患者家族に研究参加の同意をいただいたうえで、尿を採取し、東京

大学大学院農学生命科学研究科の村田准教授の研究室で LC-MS/MSを用いて解析

を行いました。 

 

【今後の展望・発表者のコメント】 

・ 今回の研究成果のよって、尿中の PGDM（プロスタグランジン D2の代謝物）はアレ

ルギー症状を正確に検出できることが明らかとなりました。 

・ 食物経口負荷試験はアナフィラキシーのリスクを伴う検査であるため、尿中 PGDM

のような軽微なアレルギー症状を判別できる侵襲のない検査法の普及が期待さ

れます。 

・ 尿中 PGDM濃度を継続的にモニタリングすることによって、非侵襲的に経口免疫療

法の治療効果を評価できるようになると期待されます。 

・ 患者に負担なくより安全に行うことができる食物経口負荷試験や経口免疫療法の

確立に寄与できると考えています。 
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